




経済研究所 / Institute of Developing






































































































しているように，実質賃金は 1920 年代から 30 年代































減少してしまう。インドの人口は 1951 年の 3.6 億

















































































































































生産量が増大していく過程で 1 次・2 次と重層的な
下請け関係が構築されていった。部品を生産する企
業は品質と納期を管理することが求められるため
に，中小企業であっても一定の設備投資が必要にな
る。設備投資額の上限設定は電気器具や自動車メー
カーのサプライ・チェーンに含まれる中小企業に
とっては成長の妨げとなった。
著者が指摘するとおり，低所得層の所得が上昇し
たからこそ大量生産が可能となり，製品価格が低下
した。問題は需要の状況を見定め，販売価格と投資
戦略を立てるのは誰かということである。投資をす
るのは民間企業であるにもかかわらず，政府の規制
によって民間企業は独自の判断で設備投資を増やす
ことができなかった。規制が電気機械産業の発展
を，そして下請けを行う中小企業の発展を遅らせた
ことは否めない。
以上 4 点を指摘したが，これらはインド社会・経
済のダイナミックな発展を長期的観点から分析しよ
うとした本書の貢献を否定するものではない。本書
は膨大な文献に基づいて執筆されており，これから
インド経済を研究し始める方には参考となるので，
一読を勧めたい。
（専修大学経済学部教授）
